
両生類

8 タゴガエル (アカガエル科) 兵庫県ランク：Ｃ
Rana tagoi tagoi 環境省ランク：-

種の概要

県内における生息状況及びその他特記事項

写真提供：松井 正文

保護上の留意点 主要な選定理由

県内分布

○

捕獲

遺伝

特
殊
性

特殊

日本の固有種タゴガエルの基準亜種で、本州、四国、九州に分布。成体でも頭胴長
は30～60mm程度。相対的に吻部が短く、眼から後方に伸びる背側線は、鼓膜の後方
で背中側に曲がる。下顎の下面から喉にかけて、非常に細かい暗色の斑点が散らば
る。

県の中部から西部にかけての山地や丘陵地で、森林植生が渓流を囲むような場所に
見られるが、渓流の中やすぐ傍よりも、やや離れた林床にいることが多い。

伐採などで林床が乾燥化すると姿を消す。また渓流周辺の伏流水が産卵
や幼生の成長の場となっているため、本種の保護にあたっては、こうし
た環境の維持・保存に留意する必要がある。

人
為
性

激減

環境

神戸市、西宮市、猪名川町、加東市、多可町、姫路市、宍粟市、たつの
市、神河町、豊岡市、養父市、朝来市、香美町、新温泉町、篠山市、丹
波市、洲本市、南あわじ市、淡路市

孤立

学
術
性

極限

限界

希少

【執筆者】 太田 英利


